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さいごに

湖北地域は観音信仰の盛んな地域である。旧高月町は国宝
十一面観音立像をはじめとする数多くの観音像があり，観音
の里と呼ばれている。また，江戸時代に対馬藩（現長崎県対
馬市）に仕えた儒学者雨森芳洲の出身地であり，彼は対馬藩
の内政・外交・藩主の御用人などをつとめ，特に外交の基本
はまごころの交わりであると「誠信の交わり」を説き，朝鮮
通信使を通じて善隣外交を実践した国際人であった。
また，世界発の小型ディーゼルエンジンを開発するなど多
くの業績を残したヤンマーの創業者山岡孫吉の出身地でもあ
る。旧高月町内の 4小学校には山岡氏が残した言葉「美し
き世界は感謝のこころから」という言葉が石碑として残って
いる（図 -7）。「人生というものは，運・不運に左右される

ことも大きいが，誠実さと感謝の心を失わないで努力してい
れば良き協力者を得て，道も開け，人からも感謝され，美し
い世界がおのずから展開してくるのではないだろうか」とい
う心境を言葉にされたものである。私もこの言葉にあるよう
に，試験地の開設からその後の運営に至るまで多くの方々に
支援してもらってきた。そうしたことがなければ試験地を継
承することも続けていくこともできなかったと思う。この場
を借りてお世話になった皆様に感謝申し上げる。
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　キク科ニガナ属の多年草。日本全土の野原，林縁，土手，耕
地周辺の畦畔などの日当たりの良いところにごく普通にみられ
る。背丈は20～50cm，茎は細長く直立し上部で枝分かれする。
根生葉は柄が長く葉身は 3～ 10cmほどあるが上部の葉には柄
はなく，基部は丸く張り出して茎を抱く。
　花期は 5～ 7月。枝の先端で枝分かれし集散花序に 1.5cm
ほどの黄色い頭花をつける。頭花は普通5個の舌状花からなり，
先端は 5裂する。雄蕊は 5個で筒状に合着し，先端が二つに分
かれた雌蕊を抱く。キク科には珍しく頭花はタンポポのように
多数の舌状花が集まった花ではなく一重咲きの花のようにすっ
きりとして，他のキク科植物とは比較的区別しやすい。
　在来種で，古くから身近な花であったが万葉集や古今和歌集
などに詠われることもなく，今に至るまで季語として取り上げ
られることもなかった。しかし漢方としては古くから知られて
いたようで，平安時代前期の 918年に編纂されたという薬物辞
典である「本草和名」には「小

しょうくばい

苦賈」として記載されていたよ
うである。決して目立った花ではないが，この楚々として見る
からに儚げなニガナの花に，紫式部や清少納言，さらには多く
の歌人たちは想いを馳せなかったのだろうか。例えば「楚楚な
るもの。苦菜。茎の汁は苦きこと物にはあらず」などとあって
もいいのかと思うのだが。
　ニガナは茎や葉を切ると白っぽい乳液が滲み出てくるが，こ
れを舐めると苦いが，茹でたり水に晒したりすることで苦みも
和らぎ，食用にもできるので苦い菜ということで苦菜の名があ
る。
　以前，南伊豆を訪れたことがあった。列車を降りてバスに乗
り換え，車窓を眺めていると川沿いに植えられている桜が満開
で，薄い桜色の花が次々と目に飛び込んできた。春真っ盛りで
あった。バスがカーブを大きく曲がると，バスが走り抜けると
きの風に煽られて，道の上にトンネルのように覆いかぶさって
いる桜の木からは花びらがハラハラと散り始めていた。
　バスを降りて宿に入る。宿の入口の手前に車がやっと通れる

かという幅の道があり，この道も両側からの桜が空を覆ってい
る。ここの桜の道は，少しばかり暖かいのだろうか，道は花び
らで覆われていた。
　宿の裏は川に面し，庭を抜けて川に繋がる散策路がある。散
策路を抜けて川の土手の石段を下りると左右に黄色と白の群落
が広がっていた。黄色い花はカラシナの群落で，白い花はハマ
ダイコンの群落であった。
　石段を土手の上まで戻ってくると歩道の縁にナズナやヤハズ
エンドウ，オオイヌノフグリなどに混じってセイヨウタンポポ
があちこちに花を咲かせていた。ここも春真っ盛りであった。
　その後何年かして同じ南伊豆を尋ねてみた。すでに 5月に
なっていたこともあり，桜は新緑の葉で覆われていた。宿の裏
の川の土手には種を付けて少し枯れかけたカラシナとハマダイ
コンがまだ咲いていた。土手の上にはウシハコベが群れ，オラ
ンダミミナグサも目立たない花を付けていた。それらに混じっ
て黄色い可憐なニガナの花も 5月の風に揺れていた。
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